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仏の教えは、仏・如来のありようを「親」

によく譬えて示されます。過去の「私」を振
た と

り返りつつ、未来の「私」を見据えつつ、今

現在を生きることが大切です。そのことはわ

かっていても、自己中心的な「私」は身勝手

な欲望のままに目の前のことしか見えていま

せん。

そんな「私」を見捨てることなく、いつで

もどこでもはたらき続けているのが「親心」

です。それをもって仏・如来の心を譬えるの

です。しかも、常に「私」を見捨てることな

く寄り添い続ける「親心」がわからないまま、

「今」を生きています。その「親心」に何か

の縁で触れて気付いた時、「かたじけない」
え ん

という「歓喜」と「もうしわけない」という
か ん ぎ

「慚愧」があるのです。これが「ご恩」の内
ざ ん ぎ

実だと思います。

一方、この娑婆での親自身は、この苦悩多
し ゃ ば

き世界の愚かな人間でしかありません。しか

し仏・如来は、過去を含めた今現在の身勝手

な「私」を丸ごと「わが子」と認めて寄り添っ

てくださり、その「私」のいのちの往く先ま
ゆ

で寄り添ってくださるのです。それが「智慧」
ち え

に裏付けられた「慈悲」なのです。
じ ひ

私の称える「南無阿弥陀仏」とは、今を生
と な

きる身勝手な「私」を丸ごと認めてくださる

「親心」なのです。お浄土から「必ず救う」

と喚び覚ましつづける「親」の名告り（名号）
よ な の みょうごう

なのです。聞法生活の中で、この身勝手な
も ん ぼう

「私」にかけられた如来の智慧と慈悲、すな

わち阿弥陀さまの「親心」を聞信して、ご恩
も ん しん

の一つでも気付かせていただきましょう。

（本願寺出版社刊「大乗」誌掲載

『月々のことば』より抜粋 転載）

今月法語カレンダーのことば

念仏者の人生は まさに 慚愧と歓喜の交錯
ね ん ぶ つ し ゃ じ ん せ い ざ ん ぎ か ん ぎ こ う さ く

▲ ハーデンベルギアという花たそうです （２月６日撮影）

大
寒
が
過
ぎ
、
厳
し
い
寒
さ
も

次
第
に
緩
み
始
め
ま
し
た
。
早
く
、

朝
の
梵
鐘
撞
き
が
辛
く
な
い
よ
う

に
な
っ
て
欲
し
い
で
す
▼
「
異
邦

人
」
と
い
う
歌
、
私
が
二
十
二
歳

ご
ろ
大
ヒ
ッ
ト
し
ま
し
た
。
そ
れ

を
歌
っ
て
い
た
久
保
田
早
紀
さ
ん

が
テ
レ
ビ
番
組
の
特
集
に
出
て
お

ら
れ
、
「
異
邦
人
」
を
歌
う
シ
ー

ン
が
放
映
さ
れ
ま
し
た
。
私
よ
り

一
歳
く
ら
い
年
下
で
、
ヒ
ッ
ト
し

た
こ
ろ
の
伸
び
や
か
な
歌
声
に
魅

了
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
た
ぶ

ん
六
十
を
超
え
た
齢
で
の
歌
声
は

当
時
の
伸
び
や
か
さ
を
失
っ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。
彼
女
を
見
な
が
ら

ほ
ぼ
同
じ
齢
の
自
分
の
現
状
（
老

化
）
を
仕
方
な
い
ん
だ
な
と
思
っ

た
こ
と
で
し
た
▼
老
化
と
い
え
ば
、

将
棋
の
羽
生
善
治
さ
ん
が
今
期
の

Å
級
順
位
戦
で
十
人
中
八
位
だ
っ

た
新
聞
記
事
を
見
て
、
ど
ん
な
に

優
れ
た
人
で
も
「
老
い
る
」
と
い

う
こ
と
は
訪
れ
、
あ
ら
が
う
こ
と

は
で
き
な
い
の
だ
な
と
思
い
ま
し

た
。
序
列
八
番
目
で
の
来
季
が
心

配
で
す
。
た
だ
、
将
棋
界
に
は
大

山
康
晴
と
い
う
化
物
棋
士
が
い
ま

し
た
ね
。
六
十
歳
を
過
ぎ
て
Å
級

リ
ー
グ
に
在
籍
し
、
う
ろ
覚
え
で

す
が
六
十
代
で
タ
イ
ト
ル
（
棋
戦

名
は
忘
れ
ま
し
た
）
の
挑
戦
者
に

な
ら
れ
ま
し
た
。
時
に
例
外
は
あ

り
ま
す
。
（
住
職

松
井
卓
郎
）
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ホームページ開いています。

ＵＲＬ https://konkouji.jp/

2月8日現在アクセス数 113,710人

住
職
ひ
と
り
ご
と

十

二

月

一

日

市
村
ナ
ツ
エ
様

十
七
回
忌

興
梠
イ
ト
エ
様

七
回
忌

佐
藤

リ
マ
様

五
十
回
忌

佐
藤

チ
ズ
様

七
回
忌

二

日

第
五
回
組
長
会
（
宮
崎
市
）

三

日

当
山
前
坊
守
釋
妙
順

月
命
日

四

日

成
松

フ
ク
様

六
・
七
日
忌

秋
参
り
（
一
軒
）

荒
谷
地
区

恩
講

六

日

吉
岡
百
合
子
様

三
回
忌

秋
参
り
（
一
軒
）

九

日

仏
具
磨
き
（
お
磨
き
）

十
一
日

成
松
フ
ク
様

満
中
陰
・
納
骨

十
五
日

当
山
報
恩
講
上
下
参
り

当
山
報
恩
講
逮
夜
法
要

十
六
日

宗
祖
親
鸞
聖
人

月
忌

当
山
報
恩
講
日
中
法
要

十
八
日

当
山
前
住
職
釋
依
章

月
命
日

十
九
日

興
梠

末
義
様

十
三
回
忌

石
田

愛
子
様

一
周
忌

二
十
一
日

甲
斐

ミ
ヤ
様

五
十
回
忌

秋
参
り
（
一
軒
）

第
四
回
高
千
穂
組
住
職
会

二
十
六
日

藤
田

耕
一
様

葬
儀

二
十
七
日

那
須

智
子
様

中
陰
・
納
骨

三
十
一
日

除
夜
会

一

月

一

日

元
旦
会

二

日

古
小
路

始
様

臨
終
勤
行

古
小
路

始
様

通
夜

三

日

当
山
前
坊
守
釋
妙
順

月
命
日

古
小
路

始
様

葬
儀

古
小
路

始
様

礼
参
り

五

日

正
念
寺
前
坊
守

通
夜

六

日

正
念
寺
前
坊
守

葬
儀

八

日

古
小
路

始
様

初
・
七
日
忌

九

日

甲
斐
イ
サ
ヨ
様

臨
終
勤
行

甲
斐
イ
サ
ヨ
様

通
夜

十

日

甲
斐
イ
サ
ヨ
様

葬
儀

甲
斐
イ
サ
ヨ
様

初
・
七
日
忌

木
村

光
俊
様

満
中
陰
・
納
骨

十
一
日

甲
斐
イ
サ
ヨ
様

礼
参
り

十
五
日

古
小
路

始
様

二
・
七
日
忌

小
切
畑
西
地
区

恩
講

十
六
日

宗
祖
親
鸞
聖
人

月
忌

渡
邊

正
文
様

十
三
回
忌

岡
本

レ
イ
様

二
十
五
回
忌

岡
本

正
保
様

二
十
五
回
忌

岡
本
家
納
骨
堂

建
碑
式

黒
木
イ
サ
ノ
様

十
三
回
忌

藤
田

忠
義
家

入
仏
式

十
七
日

西
山

登
様

三
十
三
回
忌

甲
斐

雅
光
様

三
十
三
回
忌

十
八
日

白
瀧
カ
メ
子
様

三
回
忌

当
山
前
住
職
釋
依
章

月
命
日

十
九
日

田
中

ト
ヨ
様

五
十
回
忌

二
十
一
日

甲
斐
イ
サ
ヨ
様

二
・
七
日
忌

二
十
二
日

古
小
路

始
様

三
・
七
日
忌

菊
地

ナ
ミ
様

臨
終
勤
行

菊
地

ナ
ミ
様

通
夜

（
左
斜
め
上
へ
）

金
光
寺
の
ひ
と
月

昨年8月、本年１月に次の金光寺

門信徒の方がご往生なさいました。

謹んでお悔やみ申し上げます。

２０２０年 ８月２０日満８３歳

原尾野 藤 田 耕 一 様

２０２１年 １月 ２日満８３歳

小切畑 古小路 始 様

２０２１年 １月 ８日満８２歳

文字ケ崎 甲 斐 イサヨ 様

２０２１年 １月２２日満９５歳

一の瀬 菊 地 ナ ミ 様

一

月

（
右
下
か
ら
続
く
）

二
十
三
日

菊
地

ナ
ミ
様

葬
儀

菊
地

ナ
ミ
様

初
・
七
日
忌

二
十
四
日

甲
斐
ト
ミ
子
様

十
七
回
忌

菊
地

ナ
ミ
様

礼
参
り

岩
野

正
様

三
十
三
回
忌

二
十
八
日

甲
斐
イ
サ
ノ
様

三
・
七
日
忌

二
十
九
日

古
小
路

始
様

四
・
七
日
忌

青
井

忠
様

三
十
三
回
忌

三
十
日

松
本

明
利
様

二
十
五
回
忌


